	第４回法人研修　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

報告者：福士　一、平　千春

	講義内容：「交通事故にあわないために」

講　師：八戸警察署　交通第一課　安全教育係長　　大丸　特久剛様

	日　時：平成18年　12月　29日（水）　30日（木）　　18:00～19:00

	場　所：メンタルケア病棟　4Ｆ　千葉記念講堂

	１．研修内容

①信号の本当の意味

②常識をしらずに運転は出来ない、違反とは何か？

③症例を通しての交通ルール

※その他資料添付

２．アンケート集計

参加者　　158名

職員参加率　　　　72％　　※業務、病欠者は除く

アンケート回収率　100％

アンケート結果

分かりやすかった　　　　　７５名

楽しかった　　　　　　　　３８名

難しかった　　　　　　　　　０名

つまらなかった　　　　　　　０名

分かりやすく楽しかった　　４５名

３．アンケート内容
①役立つと感じた事

②質問事項

③今後のテーマ希望

④感想

①役立つと感じた事（主な内容）

・非常識者が車に乗るという事は凶器を持っているという事。それ（常識）を教えていくのは、我々（親、先輩、同僚者）だという事を自覚しなければならない。

・信号の本当の意味、黄色は赤と同じ意味を持っている事、青でも必ず周囲の安全確認して進むという事。（進め！は、絶対進むという訳ではない）。信号が持っている意味を理解しなければ、事故につながるという事。

・人としての常識や運転手の心理（譲る⇒譲らない）。運転手が思っている事（違反について・運転中の心理など）を警察も分っているという事。

・交通事故を目撃した時の対応。関係ないではない、しっかり情報提供しなければ、本当の被害者、加害者がわからない。

・違反者は意識が低く、殆どはシートベルトの違反をした経験がある等。警察の情報力。

・実際の事故の事例を挙げての説明だったので、交通ルールや人としての常識を再認識し、わかりやすく受講して良かった。

・急ブレーキは思いっきり踏む事で、ABSの性能がわかる。まだ性能も知らずに活用せず、事故を起こす人がいる。（ブレーキをしっかり踏んでいない等）。とっさの判断での使用は難しいので、一度は広い場所でＡＢＳを使うべきである。

・慣れはとても怖いものであり、今までの「見る」という事の曖昧さ（信号機の大きさ等）を学びました。

・取り締まりの説明（スピード違反時）、青・赤切符があるという事。信号の黄色でも違反である事（決して黄色は加速ではない）

・普段、自分で覚えているように感じていた事が間違っていたり、運転への意識がうすいと改めて実感した。交通事故を防ぐのは、自分の意識の問題である事。

・研修内容は、もちろんだが、その講演方法、受講者を引き付ける話術がとても参考になる。話にメリハリがあったり、どうすれば聞き手がしっかり聞くかなど、考えながらやっているように思えた。

②質問事項

・居酒屋に駐車場があるのは、いかがなものでしょうか？

・道路交通法「交通の流れを乱してはいけない」と、いうがスピード違反しても乱してはいけないのか？

・運転中であっても、信号が赤で止まっているときは、携帯電話を使っても良いか？

・飲酒運転のきっかけや最近の傾向についての話が聞きたかった。

③今後のテーマ希望

・事故について、もっと聞きたい

④感想
・自分の焦り、非常識が他人に迷惑を掛けてしまう事、人としての常識を忘れると事故につながる事を再認識しました。今までの自分の運転を見直す良い研修でした。

・免許を取り数十年だが、忘れていた基本的な事を再学習でき、とても良い機会だった。また、今まで思い違いをしていた交通ルールについて、改めて学ぶ事ができた。

・たるんでいた、自分の運転を今一度見直し、気を引き締めて、事故の加害者、被害者にならないように注意したい。今までの自分の運転や交通意識が、いかに未熟なものだったか、感じさせられました。

・実際の現場の話しを交えての講演だったので、とても身が引き締まる思いでした。また、少し運転をするのが怖くなりましたけど、今後十分に注意し運転して行きます。

・自分の身は自分で守る事の大切さを感じた。また、他者への思いやり、迷惑をかけないような安全運転を心掛ける事を学んだし、いろいろな視点、立場での講義だったので分かりやすく、ためになった。

・交通事故をおこさぬよう気を引き締めていこうと思いました。交通事故を発見した際は、逃げず（？）にきちんと事故現場の状況証言するようにしたいと思います。

・毎日運転しているが、今回の講演を受け、いかに自分の注意力が不十分であるかという事を思い知った。いかなる時も細心の注意と冷静な判断が必要と再認識でき、今回の講演を活かしていきたい。

・現場での生々しい話しを聞くと、運転時は身を引き締めなければと思いました。又、交通マナーを守る事も社会人として大切だという事を自覚しなければならない。目が覚めるような内容でした。

・今回の研修で、改めて事故の重さを痛感した。普段、何気なくしている事が、事故につながるということを自覚して、これから運転をしていく。

・新入社員が４月に入った時に講演してほしかった。

・ユーモアをまじえながらの講演だったので、非常に面白い研修でした。最後まで飽きずに集中して聞けて、ぜひ、次回も行って頂きたい。普段の研修より聞きやすく楽しかった。

・面白く楽しいけど、厳しい所もあってメリハリがあり、大事な部分は強調して話すなどの話術があって、そういった部分もとても勉強になった。

４、考察

今回の外部講師の講演は、その内容はもちろんの事、演説の仕方や流れ、聞き手の引き付け方等、いろいろな視点で学ぶ事が出来ました。特にアンケート項目の感想にあるように、ユーモアがあり、話し方にもメリハリがあって、聞きやすく分りやすい内容との意見が多数あり、「難しかった」や「つまらなかった」との意見が一人もいなかった事。こういった部分が研修内容を含め、大変勉強になったと思います。










